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こ
ど
も
未
来
財
団
が
実
施
し
た
２
０

０
９
年
度
の
調
査
研
究
事
業
の
一
環
と

し
て
、
筆
者
が
企
画
・
参
画
し
た
「
低

所
得
世
帯
等
の
子
ど
も
の
支
援
に
関
す

る
調
査
研
究
報
告
」
が
ま
と
ま
っ
た
の

で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

こ
の
報
告
は
、「
Ⅰ
　
所
得
再
分
配

調
査
を
用
い
た
子
ど
も
の
貧
困
の
分
析

と
対
応
策
」
１
「
Ⅱ
　
困
難
な
状
況
下

の
子
ど
も
の
支
援
活
動
の
実
情
と
提

案
」
２
の
二
つ
の
報
告
書
か
ら
成
っ
て

い
る
。
Ⅰ
は
、
所
得
再
分
配
後
に
子
ど

も
の
貧
困
が
増
え
る
こ
と
の
原
因
と
対

応
策
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
Ⅱ
は
、

子
ど
も
を
貧
困
等
か
ら
脱
却
さ
せ
る
た

め
の
学
習
支
援
活
動
の
現
況
と
今
後
の

方
向
を
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
筆
者
個
人

の
見
解
で
要
点
を
紹
介
し
、
独
自
の
意

見
も
付
け
加
え
な
が
ら
解
説
し
た
い
。

【
問
題
意
識
】

わ
が
国
で
は
、
子
ど
も
の
い
る
世
帯

の
当
初
所
得
に
基
づ
く
相
対
貧
困
者
３

の
数
と
、
そ
れ
ら
の
世
帯
に
対
す
る
再

分
配
後
（
社
会
保
障
に
よ
る
現
金
給
付

を
受
け
、
税
と
社
会
保
険
料
を
負
担
し

た
後
）
の
貧
困
者
数
を
比
べ
る
と
、
再

分
配
後
の
方
が
相
対
貧
困
者
数
は
増
え

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
子
ど
も
の
い
る

家
庭
に
と
っ
て
は
、
再
分
配
行
為
自
体

が
貧
困
を
増
や
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
世
界
主
要
先
進
国
の
中
で
は

日
本
だ
け
の
現
象
と
さ
れ
て
お
り
４
、

そ
の
原
因
の
究
明
、
そ
の
対
応
の
具
体

案
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
。

【
現
況
の
分
析
結
果
】

１
　
再
分
配
に
よ
る
逆
転
現
象

子
ど
も
の
い
る
ふ
た
り
親
世
帯
の
場

合
、
貧
困
率
は
他
の
世
帯
類
型
よ
り
低

い
が
、
再
分
配
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
水

準
が
改
善
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
悪
化
し
て

し
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
18
歳
未

満
の
子
ど
も
の
い
る
60
歳
未
満
の
ふ
た

り
親
世
帯
に
お
い
て
は
、
社
会
保
障
の

現
金
給
付
よ
り
も
多
い
税
・
社
会
保
険

料
負
担
に
よ
り
、
当
初
所
得
よ
り
も
可

処
分
所
得
が
減
少
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
子
ど
も
の
い
る
貧
困
世
帯

の
ほ
と
ん
ど
が
就
業
世
帯
で
あ
る
が
、

得
て
い
る
当
初
所
得
は
非
正
規
労
働
で

あ
る
た
め
な
ど
の
理
由
で
低
く
、
か
つ
、

現
行
わ
が
国
の
税
・
社
会
保
障
制
度
か

ら
十
分
な
恩
恵
を
受
け
て
い
な
い
。

子
の
い
る
世
帯
と
い
な
い
世
帯
で
は
、

い
な
い
世
帯
の
負
担
率
が
や
や
低
く
、

子
育
て
支
援
的
な
所
得
再
分
配
は
行
わ

れ
て
い
な
い
。
子
ど
も
の
い
る
第
１
〜

第
２
・
十
分
位
の
低
所
得
世
帯
に
対
し

て
再
分
配
シ
ス
テ
ム
が
厳
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
状
況
は
、
比
較
し
た
イ
ギ

リ
ス
で
は
見
ら
れ
な
い
。

２
　
再
分
配
の
効
果

再
分
配
の
効
果
に
つ
い
て
見
る
と
、

21
年
度
ま
で
の
制
度
で
は
、
当
初
所
得

で
貧
困
層
に
あ
る
ふ
た
り
親
世
帯
の

98
％
が
再
分
配
後
の
可
処
分
所
得
で
み

て
も
貧
困
層
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

１
・
９
％
し
か
貧
困
層
か
ら
抜
け
出
せ

て
い
な
い
。
表
１
の
と
お
り
、
再
分
配

後
の
貧
困
率
自
体
は
子
ど
も
の
い
る
ひ

と
り
親
世
帯
で
58
・
３
％
と
高
く
、
三

世
代
世
帯
で
は
９
・
６
％
、
ふ
た
り
親

世
帯
で
は
７
・
７
％
と
比
較
的
低
い

が
、
ふ
た
り
親
世
帯
は
再
分
配
前
は

５
・
９
％
の
貧
困
率
で
あ
っ
た
の
に
、

再
分
配
後
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
で
は
、

再
分
配
前
の
貧
困
率
が
63
・
１
％
と
非

●
前
こ
ど
も
未
来
財
団
常
務
理
事
　
福
祉
未
来
研
究
所
代
表
　

磯
部
文
雄

所
得
再
分
配
調
査
を
用
い
た

子
ど
も
の
貧
困
の
分
析
と
対
応
策

Ⅰ

低
所
得
世
帯
の
子
ど
も
へ
の
支
援
策

―
こ
ど
も
未
来
財
団
の
二
つ
の
研
究
を
ま
と
め
て
―
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常
に
高
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
再
分
配
後

も
５
％
程
度
し
か
低
下
せ
ず
分
配
後
の

貧
困
率
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
中
で
最
悪

の
状
態
で
あ
る
５
。

た
だ
し
、
再
分
配
に
よ
る
貧
困
率
の

逆
転
現
象
は
、
子
ど
も
の
い
る
ふ
た
り

親
世
帯
の
み
な
ら
ず
、
高
齢
者
が
い
な

い
世
帯
全
般
で
生
じ
て
い
る
現
象
で
あ

り
、
そ
の
代
わ
り
高
齢
者
が
い
る
世
帯

に
お
い
て
は
、
再
分
配
に
よ
り
著
し
く

貧
困
率
が
改
善
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
な
お
、
65
歳
以
上
夫
婦
の
み

の
高
齢
者
世
帯
の
相
対
貧
困
率
は
15
・

２
％
で
、
子
ど
も
あ
り
世
帯
の
11
・

９
％
よ
り
も
高
い
。

３
　
社
会
保
険
料
の
仕
組
み
と
子
ど
も

を
持
つ
低
所
得
世
帯
へ
の
影
響

①
社
会
保
険
料
の
負
担
に
つ
い
て
は
、

被
用
者
保
険
の
場
合
、
保
険
料
負
担
の

上
限
と
下
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
６
。

そ
の
理
由
は
、
医
療
保
険
で
は
、
毎
月

の
保
険
料
負
担
が
あ
ま
り
に
高
額
な
場

合
、
実
際
に
必
要
に
な
っ
た
と
き
の
１

０
０
％
の
医
療
費
負
担
と
余
り
変
わ
ら

な
い
よ
う
で
は
、
保
険
の
意
味
を
為
さ

な
い
か
ら
と
さ
れ
、
年
金
保
険
で
は
、

あ
ま
り
に
高
額
な
月
額
報
酬
者
の
所
得

の
50
％
の
代
替
率
を
有
す
る
老
齢
年
金

ま
で
確
保
す
る
の
は
、
合
理
的
で
な
い

と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
と
さ
れ
る
７
。

社
会
保
険
料
の
負
担
の
う
ち
自
営
業

者
等
の
た
め
の
国
民
健
康
保
険
及
び
国

民
年
金
に
つ
い
て
は
、
一
方
で
低
所
得

者
向
け
の
免
除
や
軽
減
制
度
が
あ
り
、

所
得
の
低
い
者
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
（
租
税
財
源
だ
け
に
よ
る

制
度
で
は
な
い
）、
社
会
保
険
制
度
を

維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
他
方
、
し

か
し
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
制
度
内
の

高
所
得
者
ば
か
り
の
負
担
と
な
っ
て
、

国
民
み
ん
な
が
支
え
あ
う
と
い
う
連
帯

の
精
神
に
よ
っ
て
制
度
を
維
持
し
て
い

こ
う
、
と
い
う
社
会
保
険
制
度
の
も
と

も
と
の
存
在
意
義
に
疑
問
が
生
じ
て
し

ま
う
。
そ
こ
で
、
応
益
分
（
例
え
ば
国

民
健
康
保
険
の
平
等
割
と
均
等
割
）
と

し
て
、
低
所
得
者
に
も
一
定
の
定
額
の

負
担
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

②
保
険
料
の
軽
減
制
度
を
具
体
的
に
見

る
と
、
国
民
健
康
保
険
で
は
、
応
能
負

担
が
な
い
低
所
得
世
帯
の
応
益
割(

平

等
割
と
均
等
割)

保
険
料
に
つ
い
て
も
、

収
入
と
世
帯
人
数
に
応
じ
て
２
割
、
５

割
、
７
割
の
軽
減
措
置
が
あ
り
、
例
え

ば
４
人
世
帯
の
場
合
、
給
与
収
入
が
２

７
３
万
円
以
下
の
と
き
に
は
２
割
軽
減

の
、
ま
た
98
万
円
以
下
の
と
き
に
は
７

割
軽
減
の
対
象
と
な
る
。

一
方
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

は
、
４
人
世
帯
の
場
合
、
４
８
６
万
円

以
下(

等
価
当
初
所
得
で
は
２
４
３
万

円)

か
ら
始
ま
り
全
額
免
除
も
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
保
険
料
の
滞
納
割
合
も
高

い
こ
と
、
な
ど
か
ら
保
険
料
の
完
納
者

は
全
体
の
半
分
を
切
っ
て
お
り
、
低
所

得
層
の
実
際
の
国
民
年
金
保
険
料
の
負

担
は
、
事
実
上
は
、
国
民
健
康
保
険
税

（
料
）
の
場
合
よ
り
緩
や
か
に
な
っ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
８
。

４
　
子
ど
も
へ
の
支
援
策
及
び
再
分
配

状
況
の
国
際
比
較

①
税
制
優
遇
を
含
む
家
族
給
付
総
額
で

は
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
、
フ
ラ
ン
ス
と
イ

ギ
リ
ス
が
３
・
５
％
超
、
ド
イ
ツ
が

３
％
超
に
対
し
、
日
本
は
１
・
５
％
に

満
た
な
い
。
わ
が
国
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平

均
の
２
・
３
％
に
比
し
て
も
、
見
劣
り

す
る
状
況
で
あ
る
。

②
給
付
と
負
担
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
資
料
で

は
、H

ousehold
Taxes

と
し
て
個
人

所
得
税
と
社
会
保
険
料
の
被
用
者
負
担

分
の
和
を
い
う
）
に
よ
る
所
得
再
分
配

状
況
を
見
る
と
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
主
要
国
に

比
し
て
わ
が
国
の
負
担
に
よ
る
格
差
是

正
が
極
端
に
少
な
い
。
特
に
、
２
０
０

０
年
代
と
１
９
９
０
年
代
と
を
比
べ
て

み
る
と
、
負
担
に
よ
る
格
差
是
正
は
、

２
０
０
０
年
代
に
入
っ
て
、
ほ
と
ん
ど

単身 

貧困率（％） 

2002年 
 

2005年 

等価当初所得 
等価可処分所得 
等価当初所得 
等価可処分所得 

65歳 
以上 

夫婦のみ 18歳未満子どもあり世帯 

65歳未満 
非年金 
受給 

65歳未満 
非年金 
受給 

60歳 
未満 

ふたり親 

60歳 
未満 

ひとり親 

その他 
核家族 65歳 

以上 

その他 
三世代 

21.4 
11.8 
22.9 
11.1

19.5 
10.6 
22.0 
11.7

12.4 
7.8 

13.9 
9.6

53.5 
51.2 
63.1 
58.3

6.2 
8.9 
5.9 
7.7

11.7 
12.0 
12.1 
11.9

81.7 
16.8 
80.9 
15.2

6.8 
8.4 
7.0 
9.5

89.1 
43.0 
91.7 
45.6

23.1 
25.0 
25.4 
26.8

三世代 

注1）いずれの所得もSquare root scaleを用いて等価計算されたものである。 
注2）貧困線は各年の等価可処分所得の中央値の半分以下に設定し、等価当初所得における貧困率を計算する場合もそれを用いている。 
注3）18歳未満の子どものいる世帯全体については、親が老齢年金の受給者である世帯も含まれる。 

表１　世帯類型別にみた所得再分配前後の貧困率の変化
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効
果
が
あ
る
が
、
仮
に
、
貧
困
層
の
国

民
健
康
保
険
と
国
民
年
金
の
保
険
料
を

全
額
免
除
と
す
る
制
度
と
し
て
も
、
貧

困
率
は
改
善
さ
れ
な
い
（
再
分
配
前

10
・
８
％→

再
分
配
後
11
・
１
％
）
10
。

社
会
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も

が
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
貧
困
に
陥
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
図
１

右
図
で
見
る
と
お
り
、
第
１
〜
第
６
・

十
分
位
ま
で
の
子
供
の
い
る
世
帯
の
社

会
保
険
料
を
子
ど
も
の
い
な
い
世
帯
並

み
に
引
き
下
げ
る
こ
と
、
特
に
第
１
〜

第
２
・
十
分
位
を
引
き
下
げ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
11
。

そ
の
た
め
に
は
、
国
民
健
康
保
険
の

応
益
割
を
減
ら
し
応
能
割
の
拡
大
方
策

等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
12
。
図
２

の
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
に
、
社
会
保
険
料

に
税
も
加
え
た
形
で
、
所
得
が
高
く
な

る
に
つ
れ
て
負
担
率
も
高
く
な
る
な
だ

ら
か
な
右
上
が
り
の
直
線
と
す
べ
き
で

あ
る
。
社
会
保
険
料
の
累
進
的
な
保
険

料
率
と
い
っ
た
も
の
を
検
討
す
る
か
、

税
の
累
進
性
を
も
っ
と
強
化
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

４
　
所
得
税
の
累
進
性
の
強
化
な
ど

社
会
保
険
料
と
税
金
の
負
担
を
、
現

在
よ
り
低
所
得
者
は
下
げ
、
高
所
得
者

は
累
進
性
を
強
化
す
る
と
、
図
３
の

No.2431 ( 2010.  8.  1) 社 会 保 険 旬 報 3

効
果
が
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

５
　
イ
ギ
リ
ス
と
の
比
較

子
ど
も
の
い
る
世
帯
に
つ
い
て
所
得

階
層
別
に
税
・
社
会
保
障
の
給
付
と
負

担
の
現
状
を
イ
ギ
リ
ス
と
比
較
し
た
と

こ
ろ
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
子
ど
も
の
い
る

低
所
得
世
帯
の
支
援
と
就
業
促
進
を
目

的
に
負
担
の
軽
減
と
給
付
が
手
厚
く
行

わ
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
こ
う
し
た

低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
が
極
め
て
手
薄

で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
現
役
世
帯
の
給
付
と
負

担
の
状
況
を
子
ど
も
の
有
無
に
よ
っ
て

比
較
す
る
と
、
所
得
水
準
が
同
一
で
あ

れ
ば
、
子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
方
が
給

付
が
多
く
負
担
が
少
な
い
、
さ
ら
に
所

得
階
層
が
低
い
ほ
ど
、
給
付
が
多
く
負

担
が
少
な
い
と
い
う
累
進
的
な
構
造
が

確
認
で
き
る
。
が
、
わ
が
国
の
場
合
は

負
担
率
（
総
所
得
に
占
め
る
負
担
の
割

合
）
が
所
得
階
層
に
関
わ
ら
ず
ほ
ぼ
一

定
で
あ
り
、
給
付
も
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う

な
第
１
〜
第
２
・
十
分
位
へ
の
十
分
な

給
付
は
な
い
。

６
　
ド
イ
ツ
と
の
比
較

現
物
給
付
と
合
わ
せ
た
再
分
配
で
の

比
較
は
困
難
で
あ
る
が
、
少
子
化
対
策

に
お
け
る
子
ど
も
を
増
や
す
（
増
子
化
）

観
点
か
ら
は
、
現
物
の
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
必
要
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
ド
イ
ツ
の
家
族
給
付
は
現
金
給

付
に
重
点
を
お
い
て
お
り
、
現
物
サ
ー

ビ
ス
の
割
合
が
小
さ
い
た
め
、
こ
れ
が

ド
イ
ツ
の
低
出
生
率
の
一
因
と
考
え
ら

れ
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
子
ど
も
手

当
だ
け
増
や
し
て
も
、
こ
の
轍
を
踏
む

恐
れ
が
あ
る
。

【
対
応
策
の
提
案
】

政
策
の
選
択
肢
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

９
）
の
検
討

１
　
家
族
給
付
の
増
加

貧
困
の
再
生
産
を
防
ぎ
、
人
口
減
少

の
時
代
に
向
け
て
日
本
の
人
的
資
本
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
も
、
次
世
代
全
体

の
生
活
水
準
の
維
持
・
向
上
は
、
税

制
・
社
会
保
障
制
度
の
重
要
課
題
で
あ

る
。
従
っ
て
、
日
本
は
子
育
て
支
援
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
並
（
家
族
に
対
す
る

現
金
給
付
＋
現
物
給
付
の
合
計
で
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
２
〜
３
％
）
の
資
源
を
振
り
向
け

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

た
だ
し
、
先
に
も
述
べ
た
と
お
り
、

現
在
の
よ
う
に
高
齢
者
に
重
点
給
付
を

行
っ
て
い
て
も
な
お
、
も
と
も
と
の
所

得
格
差
が
大
き
い
た
め
高
齢
者
の
相
対

貧
困
率
は
子
ど
も
の
相
対
貧
困
率
よ
り

も
高
い
か
ら
、
高
齢
者
へ
の
社
会
保
障

給
付
を
削
っ
て
こ
れ
を
行
う
べ
き
で
は

な
い
。

２
　
少
子
化
対
策

少
子
化
対
策
と
し
て
は
、
出
産
・
育

児
期
に
あ
る
女
性
の
就
労
と
出
産
・
育

児
の
両
立
を
支
援
す
る
こ
と
、
同
一
労

働
同
一
賃
金
に
よ
る
柔
軟
な
働
き
方
の

促
進
等
が
重
要
で
あ
る
が
、
子
育
て
世

帯
全
体
に
対
す
る
支
援
（
子
ど
も
手
当
、

低
所
得
者
へ
の
給
付
増
、
等
）
も
必
要

で
あ
る
。

子
ど
も
は
、
社
会
全
体
に
と
っ
て
大

切
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
た
め
に
は
、

所
得
制
限
な
し
に
家
族
給
付
を
実
施
す

る
意
味
が
あ
る
。

一
方
、
子
ど
も
が
い
る
貧
困
家
庭
が

よ
り
貧
困
に
な
る
、
と
い
う
事
実
が
あ

る
こ
と
は
、
少
子
化
を
こ
れ
以
上
進
め

な
い
た
め
に
も
改
善
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
行
わ
が
国
の

税
に
よ
る
再
分
配
機
能
の
著
し
い
低
下

の
是
正
が
必
要
で
あ
り
、
子
ど
も
の
い

る
低
所
得
世
帯
に
つ
い
て
は
、
再
分
配

後
の
貧
困
率
が
下
が
る
よ
う
な
再
分
配

シ
ス
テ
ム
に
早
急
に
切
り
替
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

３
　
低
所
得
層
の
社
会
保
険
料
の
減
免

子
ど
も
が
い
る
世
帯
の
医
療
・
年
金

保
険
料
だ
け
の
減
免
は
、
一
定
程
度
の
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Sim
4

の
と
お
り
、
子
ど
も
の
貧
困
率
を
顕
著
に
引

き
下
げ
得
る
。

図
１
左
図
で
見
る
と
、
税
金
に
お
い
て
も
少
な

く
と
も
第
１
・
十
分
位
の
負
担
率
を
下
げ
、
更
に

子
ど
も
の
い
な
い
世
帯
並
み
に
ま
で
全
体
を
下
げ
る

（
平
均
１
％
程
度
か
）
の
が
、
適
当
で
あ
ろ
う
。

個
人
所
得
税
と
社
会
保
険
料
を
併
せ
た
負
担
に

等価可処分所得十分位階級 

子なし 

子あり 

税負担 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

14 

12 

10 

8 

6 

4 

2 

％ 

子なし 

子あり 

等価可処分所得十分位階級 

社会保険料負担 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

14 

12 

10 

8 

6 

4 

2 

％ 

図１　現役世帯の等価可処分所得十分位階級別負担率：子の有無別, 2005年
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図３　シミュレーション・ケース別等価可処分所得及びジニ係数：全世帯, 2005年

・子どもあり現役世帯：18歳未満の子どもがおり、世帯主が60歳未満、もしくは60歳以上でも所得を伴う
仕事をしている者がいる世帯。 

・子どもなし現役世帯：18歳未満の子どもがおらず、世帯主が60歳未満、もしくは60歳以上でも所得を伴
う仕事をしている者がいる世帯。 

（出所）Office for National Statistics “The effects of taxes and benefits on househould income 2004/05” 
厚生労働省『所得再分配調査（2005年）』個票より石井が集計。 
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図２　総所得（当初所得＋現金給付）に占める税・社会保険料の負担の割合
（日英子どものいる現役世帯, 2005年）
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【
Ⅰ
の
ま
と
め
】

貧
困
の
再
生
産
を
防
ぎ
、
貧
困
を
理

由
と
す
る
少
子
化
を
く
い
止
め
る
た
め

に
も
、
子
ど
も
の
貧
困
を
減
少
さ
せ
る

No.2431 ( 2010.  8.  1) 社 会 保 険 旬 報 5

よ
る
再
分
配
機
能
が
、
２
０
０
０
年
代

に
入
っ
て
わ
が
国
の
場
合
著
し
く
弱
っ

て
い
る
の
は
、
図
４
左
図
で
見
る
と
お

り
で
あ
る
。
他
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
主
要
国
で

最
も
こ
の
機
能
の
低
い
フ
ラ
ン
ス
並
み

に
す
る
の
で
も
現
在
の
約
２
・
４
倍
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
並
み
に
す
る
に
は
現
在

の
約
３
・
７
倍
ほ
ど
ジ
ニ
係
数
を
下
げ

る
再
分
配
政
策
を
、
個
人
所
得
税
と
社

会
保
険
料
負
担
で
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

わ
が
国
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
１
９
８
７
年
以
降
の
一
連
の

所
得
税
の
最
高
税
率
の
引
き
下
げ
等
の

結
果
13
で
あ
り
、
再
検
討
の
必
要
が
あ

る
。な

お
、
現
在
の
日
本
の
所
得
税
の
最

高
税
率
は
、
世
界
で
は
高
い
方
だ
と
の

反
論
も
あ
り
得
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

得
ら
れ
て
い
る
税
収
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
の

負
担
率
は
低
い
か
ら
、
租
税
特
別
措
置

の
廃
止
な
ど
課
税
ベ
ー
ス
の
拡
大
等
を

揃
え
て
か
ら
比
較
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

被
用
者
保
険
加
入
者
も
対
象
と
し

て
、
第
１
〜
第
２
・
十
分
位
に
所
属
す

る
子
ど
も
の
い
る
世
帯
の
負
担
を
社
会

保
険
料
だ
け
で
な
く
税
金
も
含
め
て
ゼ

ロ
に
し
た
場
合
、
再
分
配
後
の
貧
困
率

は
全
体
で
１
％
ポ
イ
ン
ト
程
度
低
下
し

（
再
分
配
後
９
・
５
％
）、
再
分
配
後
の

分
位
世
帯
の
18

歳
未
満
の
子
に

１
人
年
16
万
円

を
給
付
す
る
と
、

０
〜
14
歳
の
子

ど
も
の
貧
困
率

を
14
・
５
％
か

ら
９
・
５
％
に

ま
で
下
げ
ら
れ
、

こ
れ
は
、
す
べ

て
の
15
歳
未
満

の
子
ど
も
に
１

人
年
31
万
円
を

給
付
す
るSim

1

よ
り
も
貧
困
率

の
低
減
に
効
果

が
あ
る
。

６
　
還
付
型
税

額
控
除（S

im
6

）

全
世
帯
の
所

得
税
を
年
30
万

円
減
額
す
る
還

付
型
税
額
控
除

に
し
た
場
合
、

０
〜
14
歳
の
子

貧
困
率
の
逆
転
現
象
を
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

５
　
給
付
の
拡
大

負
担
の
軽
減
の
み
で
は
貧
困
率
の
改

善
に
十
分
な
効
果
は
な
く
、
給
付
の
拡

大
も
視
野
に
入
れ
た
方
策
の
必
要
が
あ

る
。現

金
給
付
に
よ
る
再
分
配
は
、
図
４

右
図
で
見
る
と
お
り
、
２
０
０
０
年
代

に
入
っ
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
主
要
国
に
比
較
す

る
と
不
足
し
て
い
た
が
、
２
０
１
０
年

６
月
実
施
の
新
た
な
給
付
で
あ
る
子
ど

も
手
当
支
給
に
よ
っ
て
、
従
前
の
児
童

手
当
の
２
倍
以
上
の
規
模
に
な
り
、
そ

の
財
源
が
恒
久
化
で
き
れ
ば
こ
の
問
題

は
解
決
さ
れ
よ
う
。

全
て
の
世
帯
の
15
歳
未
満
の
子
ど
も

に
１
人
年
16
万
円
を
給
付
す
る
子
ど
も

手
当
は
、
表
２
のSim

1a
の
よ
う
に
０

〜
14
歳
の
子
ど
も
の
貧
困
率
を
14
・

５
％
か
ら
11
・
７
％
に
押
し
下
げ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
財
源
を
恒
久
的
な
税
か

保
険
料
で
賄
っ
て
い
な
い
現
状
は
、
速

や
か
な
是
正
が
求
め
ら
れ
る
。

給
付
の
改
善
に
よ
っ
て
子
ど
も
の
貧

困
を
更
に
是
正
す
る
に
は
、
表
２
の

Sim
1b

の
よ
う
に
、
第
１
〜
第
３
・
十

分
位
世
帯
の
18
歳
未
満
の
子
に
１
人
年

31
万
円
を
給
付
し
、
第
４
〜
第
５
・
十

ど
も
の
貧
困
率
を
14
・
５
％
か
ら
13
・

７
％
に
下
げ
る
が
、
子
ど
も
手
当
ほ
ど

の
効
果
は
認
め
ら
れ
な
い
。 所得税・社会保険料 

0.06 
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0.04 

0.03 

0.02 

0.01 

0

1990年代半 

2000年代半 
0.060.050.040.030.020.010

注：政府による再分配は、可処分所得の10分住に順位付け計算された平均（市場及び可処分）所得のデータに基づ
き、順位付を変えずに市場所得及び可処分所得のジニ係数の変化によって計測した。 

資料：OECD所得分配質問票 

公的現金給付 
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0.140.120.100.080.060.040.020

日本 
日本 

仏 

仏 
英 

英 
独 

独 

図４　公的現金給付と負担の再分配効果の経時的な変化
公的現金給付及び所得税・社会保険料それぞれによる効果、ポイント変化
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べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
高
齢

者
の
給
付
を
減
ら
す
こ
と
な
く
、
財
源

を
確
保
し
た
上
で
、
家
族
給
付
を
増
加

さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。
負
担
面
で
は
、

税
に
よ
る
再
分
配
機
能
を
十
分
発
揮
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
貧
困

防
止
を
計
る
べ
き
で
あ
る
。

低
所
得
世
帯
で
は
、
親
が
収
入
確
保

の
た
め
に
厳
し
い
労
働
環
境
下
に
あ
っ

て
子
育
て
に
配
慮
す
る
時
間
や
余
裕
が

な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
家
庭
内
の

生
活
・
教
育
環
境
の
不
備
、
親
自
身
の

教
育
に
対
す
る
理
解
不
足
な
ど
か
ら
、

子
ど
も
が
生
活
習
慣
の
面
で
も
学
力
の

面
で
も
問
題
を
抱
え
、
義
務
教
育
以
降

の
高
等
教
育
へ
の
進
学
が
非
常
に
困
難

に
な
る
ケ
ー
ス
が
み
ら
れ
る
。
そ
う
し

た
子
ど
も
時
代
の
不
利
な
環
境
が
、
教

育
機
会
の
格
差
、
雇
用
機
会
の
格
差
に

つ
な
が
り
、
成
人
後
も
不
安
定
な
雇
用

環
境
か
ら
抜
け
出
せ
ず
、
次
世
代
の
子

ど
も
に
も
貧
困
の
連
鎖
が
繰
り
返
さ
れ

て
い
く
こ
と
に
な

る
。
こ
う
し
た
こ

と
を
防
ぐ
た
め
、

貧
困
な
家
庭
に
育

つ
子
に
教
育
を
十

分
行
い
、
で
き
れ

ば
高
校
卒
業
資
格

を
得
る
必
要
が
あ

る
こ
と
は
、
こ
れ

ま
で
行
政
で
常
に

考
え
ら
れ
な
が
ら
、

こ
れ
ま
で
十
分
行

わ
れ
て
き
た
と
は

と
て
も
言
い
難
い

状
況
に
あ
る
。

本
研
究
は
、
そ

の
よ
う
な
支
援
を

始
め
た
い
く
つ
か
の
活
動
を
調
査
し
、

何
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
更
に
推
し
進
め
ら

れ
る
の
か
、
全
国
的
な
レ
ベ
ル
で
広
く

行
っ
て
い
く
た
め
の
条
件
は
何
か
、
を

探
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
支
援
状
況
】

１

調
査
し
た
四
か
所
の
支
援
活
動
の

実
際
を
、
理
解
の
た
め
に
大
き
く
ま
と

め
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①
活
動
内
容

生
活
保
護
家
庭
の
中
学
３
年
生
を
中

心
的
な
対
象
と
し
て
、
一
定
期
間
、
定

期
的
な
学
習
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
主
と
し
て
高
校
進
学
を
支
援
す
る
。

対
象
に
は
そ
の
他
、
高
校
に
行
き
た
い

中
卒
の
子
や
、
高
校
生
、
日
本
語
を
母

語
と
し
な
い
子
、
不
登
校
の
子
な
ど
も

含
ま
れ
る
。

期
間
は
中
学
３
年
生
の
１
年
間
が
中

心
で
、
週
１
回
が
標
準
的
で
あ
り
、
受

験
期
に
は
週
２
回
に
な
る
場
合
も
あ

る
。
実
際
に
子
ど
も
達
の
学
習
を
み
る

チ
ュ
ー
タ
ー
は
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
一
般
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
加
え
て
、
生
活

支
援
や
精
神
面
で
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も

行
う
観
点
か
ら
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
を
実
施
し
、
総
合
的
な
居
場
所
と
な

っ
て
い
る
。
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困
難
な
状
況
下
の
子
ど
も
の

支
援
活
動
の
実
情
と
提
案

Ⅱ

②
活
動
主
体

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
任
意
団
体
（
個
人
の

集
合
体
）
及
び
行
政
（
市
・
区
）
で
あ

り
、
活
動
主
体
が
チ
ュ
ー
タ
ー
・
場
所

を
確
保
す
る
。
私
見
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
委

託
型
（
釧
路
）、
公
務
員
個
人
型
（
江

戸
川
）、
公
務
員
へ
の
支
援
的
行
政
実

施
型
（
新
宿
）、
行
政
実
施
型
（
大
津
）

に
分
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

③
費
用

活
動
主
体
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
市
・
区

の
場
合
は
、
市
区
町
村
か
ら
の
委
託
費

が
あ
る
。
た
だ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
主
体

の
場
合
は
、
加
え
て
活
動
主
体
が
一
部

負
担
し
て
い
る
。
任
意
団
体
の
場
合
は
、

市
区
町
村
か
ら
の
場
所
提
供
を
別
と
し

て
、
金
銭
的
支
援
は
受
け
て
い
な
い
。

④
活
動
の
効
果

・
高
校
等
の
進
学
に
成
功
す
る
者
は
多

い
。

・
学
習
支
援
が
直
接
的
に
学
力
の
向
上

に
繋
が
る
の
で
は
な
く
、
生
活
全
体
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
っ
た
り
、
勉

強
自
体
が
楽
し
く
な
る
こ
と
で
、
勉
強

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
子
も
多
い
。

・
子
ど
も
達
に
と
っ
て
、
当
た
り
前
に

色
々
な
人
が
い
る
と
い
う
こ
と
の
学
び

と
な
り
、
大
人
へ
の
不
信
感
の
払
拭
に

役
立
つ
。

⑤
活
動
を
創
め
る
た
め
に
は

標準 
Sim.1 
Sim.1a 
Sim.1b 
Sim.1c 
Sim.2 
Sim.3 
Sim.3a 
Sim.4 
Sim.4a 
Sim.4b 
Sim.5 
Sim.5a 
Sim.6 
Sim.7a 
Sim.7b 
Sim.7c

14.5 
10.3 
11.7 
9.5 

11.7 
13.7 
15.2 
13.8 
12.6 
13.0 
13.3 
12.4 
12.4 
13.7 
8.4 
8.2 

12.0

合計 
10.0 
6.9 
8.3 
6.1 
8.4 

10.1 
13.1 
11.4 
9.0 
8.8 
8.9 
8.4 
8.4 
9.3 
4.8 
4.7 
8.8

夫婦と子 
60.5 
39.5 
45.6 
37.7 
43.9 
45.6 
50.0 
50.0 
55.3 
58.8 
60.5 
57.0 
57.0 
54.4 
37.7 
36.8 
47.4

ひとり親と子 
15.6 
12.0 
12.5 
11.4 
12.9 
15.6 
12.3 
11.6 
12.3 
13.4 
13.8 
12.3 
12.3 
15.6 
10.9 
10.0 
12.2

３世代世帯 

表２　０～14歳の世帯構造別相対貧困率：2005年
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援
を
行
う
よ
う
に
、
制
度
を
改
正
し
て

は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
生
活
保
護
法
上

は
、
こ
れ
ら
の
扶
助
は
現
金
給
付
が
本

則
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
調
査
で

も
、
守
秘
義
務
が
か
か
る
こ
と
、
参
加

す
る
中
高
校
生
の
交
通
費
の
必
要
や
、

学
習
場
所
を
含
め
た
事
故
対
応
の
た
め

の
保
険
の
必
要
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交

通
費
な
ど
は
、
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
に

対
す
る
学
習
の
支
援
を
し
て
い
く
上
で

必
要
な
も
の
で
あ
り
、
中
心
と
な
る
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
配
置
の
必
要
性
を
考
え

る
と
、
正
規
の
仕
事
に
位
置
付
け
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
長
期
的
に
見
れ
ば
、
確

実
に
保
護
率
を
下
げ
る
効
果
も
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
も
、
正
規
の
仕
事
と
す

る
こ
と
は
是
認
さ
れ
よ
う
。

３
　
し
か
し
、
生
活
保
護
制
度
だ
け
で

は
被
保
護
児
童
同
様
の
恵
ま
れ
な
い
教

育
環
境
に
あ
る
貧
困
児
童
を
対
象
と
し

に
く
く
、
ま
た
友
人
関
係
に
よ
り
被
保

護
児
童
自
身
の
参
加
を
促
せ
る
こ
と
か

ら
も
、
対
象
児
童
を
広
げ
る
こ
と
の
意

味
は
大
き
い
。
そ
の
た
め
、
児
童
福
祉

の
観
点
か
ら
の
事
業
、
例
え
ば
、
児
童

館
を
使
っ
た
学
習
支
援
も
検
討
さ
れ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

４
　
さ
ら
に
、
調
査
対
象
の
団
体
も
苦

労
し
て
い
る
の
が
、
教
育
と
の
関
係
で

あ
り
、
教
師
の
側
で
も
貧
困
な
児
童
の
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・
突
然
で
は
で
き
な
い：

地
域
が
抱
え

る
問
題
を
掘
り
起
こ
し
て
、
そ
の
解
決

へ
の
取
り
組
み
を
地
域
で
展
開
し
て
い

く
と
い
う
実
践
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
い

く
も
の
。
地
域
に
構
成
員
の
主
体
性
が

発
揮
さ
れ
る
「
場
」
を
つ
く
っ
て
い
く

取
り
組
み
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
も

の
。

・
ま
ず
地
域
を
構
成
し
て
い
る
様
々
な

人
と
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
、
そ
の

事
業
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
共

有
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
事
業
の
必

要
性
を
個
々
人
が
課
題
と
し
て
共
有

し
、
自
分
の
地
域
で
は
ど
う
で
き
る
の

か
、
支
援
策
や
支
援
方
法
は
地
域
の
構

成
員
全
員
で
考
え
る
。

・
当
事
者
参
加
が
あ
れ
ば
、
合
意
形
成

の
な
か
で
の
情
報
共
有
と
な
り
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
問
題
は
解
決
す
る
。

２
　
児
童
館
で
の
貧
困
対
策
へ
の
提
案

児
童
館
で
は
金
銭
に
か
か
わ
る
事
柄

が
少
な
い
た
め
一
見
「
子
ど
も
の
貧
困
」

が
姿
を
見
せ
な
い
が
、
子
ど
も
の
遊
び

や
活
動
、
子
ど
も
の
生
活
や
背
景
に
あ

る
家
族
の
問
題
を
探
る
と
、
確
実
に
児

童
館
の
中
で
も
「
子
ど
も
の
貧
困
」
の

様
態
が
姿
を
見
せ
て
く
る
こ
と
が
、
今

回
の
３
か
所
の
調
査
か
ら
で
も
分
か
っ

て
き
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

児
童
館
で
の
以
下
の
対
応
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。

①
児
童
館
に
お
い
て
「
子
ど
も
の
貧
困
」

の
実
態
や
広
が
り
が
十
分
把
握
さ
れ
て

い
な
い
現
状
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

全
国
及
び
地
域
別
の
調
査
を
行
い
、
児

童
館
に
来
館
す
る
子
ど
も
と
親
の
実
態

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

②
実
態
調
査
と
並
行
し
て
、「
子
ど
も

の
貧
困
」
を
防
ぐ
た
め
の
行
政
機
関
と

し
て
の
検
討
を
開
始
し
、
政
策
化
を
急

ぐ
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
学
童
ク
ラ
ブ

で
は
待
機
児
童
問
題
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
こ
う
し
た
も
の
と
兼
ね
合

わ
せ
て
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
よ
う
。

③
問
題
と
な
る
子
ど
も
に
注
目
し
て
、

支
援
の
輪
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
め
る
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
必
要
で
あ
る
。
す
で
に
地
域
連
絡

協
議
会
等
で
対
応
が
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
が
、
さ
ら
に
意
識
的
に
進
め
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

④
児
童
館
機
能
そ
の
も
の
の
強
化
で
あ

る
。
現
在
、
各
自
治
体
の
施
策
に
よ
り
、

児
童
館
の
運
営
に
お
い
て
、
指
導
の
主

体
で
あ
る
職
員
に
関
わ
る
経
費
の
削
減

が
行
わ
れ
て
い
る
。
困
難
な
子
ど
も
の

問
題
を
見
抜
き
、
対
応
す
る
に
は
職
員

の
優
れ
た
資
質
・
能
力
の
向
上
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、「
子
ど
も
の
貧
困
」
に

特
化
し
た
研
修
も
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
が
、
職
員
へ
の
意
識
付

け
に
も
な
る
。

【
提
案
】

１
　
貧
困
家
庭
の
子
ど
も
に
対
す
る
学

習
の
支
援
は
、
教
育
、
児
童
福
祉
、
生

活
保
護
の
三
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
可
能
と
考
え
ら
れ
る
が
、
本
研
究
で

調
査
を
行
っ
た
限
り
で
は
、
教
育
や
児

童
福
祉
分
野
か
ら
の
も
の
は
な
く
、
現

在
の
と
こ
ろ
生
活
保
護
の
自
立
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
状
況
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
自

立
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
う
ち
の
「
子
ど

も
の
健
全
育
成
の
た
め
の
支
援
」
を
改

善
充
実
し
、
全
国
に
普
及
し
て
い
く
こ

と
が
最
初
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

２
　
こ
の
生
活
保
護
制
度
に
よ
る
支
援

の
具
体
的
な
改
善
点
と
し
て
は
、
現
行

事
業
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
「
専
門

相
談
員
の
設
置
」
と
い
う
よ
り
は
、
中

学
生
の
場
合
は
教
育
扶
助
、
高
校
生
の

場
合
は
生
業
扶
助
の
ひ
と
つ
と
し
て
横

割
り
の
ケ
ー
ス
を
一
つ
に
ま
と
め
る
正

規
の
仕
事
と
位
置
付
け
、
そ
の
担
当
者

を
中
心
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
を
組

織
し
て
、
現
物
給
付
と
し
て
中
学
生
・

高
校
生
の
生
活
保
護
受
給
者
の
学
習
支
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存
在
を
認
め
、
対
処
を
真
剣
に
考
え
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
貧
困
で
補
講
の

必
要
の
あ
る
子
ど
も
に
だ
け
教
師
が
放

課
後
ま
で
教
え
る
の
が
公
平
の
観
点
か

ら
望
め
な
い
と
す
れ
ば
、
例
え
ば
、
教

育
界
が
音
頭
を
取
っ
て
、
教
師
Ｏ
Ｂ
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
上
記
の
新
生
活

保
護
健
全
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

て
も
ら
う
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

５
　
こ
れ
か
ら
の
少
子
高
齢
社
会
で

は
、
子
ど
も
の
貧
困
の
再
生
産
の
防
止

は
最
優
先
の
課
題
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら

れ
、
生
活
保
護
制
度
の
改
善
と
そ
の
全

国
普
及
、
児
童
福
祉
分
野
で
の
努
力
、

教
育
分
野
か
ら
の
支
援
を
是
非
実
施
し

て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

６
　
最
後
に
、
こ
ど
も
未
来
財
団
な
ど

の
団
体
の
活
動
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
触
れ
れ
ば
、
学
習
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
募
集
及
び
研
修
の
支
援
事
業

で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
学
生
を

中
心
に
、
団
塊
の
世
代
な
ど
の
中
か
ら
、

教
え
る
能
力
の
あ
る
者
を
経
常
的
に
募

集
し
て
、
各
地
の
新
生
活
保
護
健
全
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
供
給
し
、
ま
た
、
秘

密
保
持
、
近
年
の
中
・
高
校
生
と
の
接

し
方
の
コ
ツ
な
ど
を
研
修
し
て
、
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
実
行
を
支
援
し
て
い
く
こ

と
は
お
お
い
に
意
義
の
あ
る
事
業
と
考

え
ら
れ
る
。

【
注
】

�
筆
者
の
他
、
石
井
加
代
子
（
所
得
再

分
配
調
査
を
用
い
た
子
ど
も
の
貧
困
分

析
）、
井
口
直
樹
（
社
会
保
険
料
の
仕

組
み
と
子
ど
も
を
持
つ
低
所
得
世
帯
へ

の
影
響
）、
府
川
哲
夫
（
所
得
再
分
配

調
査
を
用
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
分

析
）
の
各
氏
に
よ
る
も
の
。

�
筆
者
の
他
、
内
山
泰
嘉
（
釧
路
市
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
）、
小
宮
紹
江
（
支

援
活
動
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
）、
鈴
木

雄
司
（
児
童
館
に
お
け
る
「
子
ど
も
の

貧
困
」
の
実
態
か
ら
考
え
ら
れ
る
対
応

策
）、
前
中
寛
之
の
各
氏
に
よ
る
も
の
。

�
相
対
的
貧
困
は
、
国
民
の
一
般
的
な

生
活
水
準
を
あ
る
程
度
享
受
で
き
る
か

に
よ
り
判
断
す
る
。
こ
こ
で
の
相
対
貧

困
者
は
、
１
人
当
た
り
所
得
の
中
央
値

の
所
得
の
半
分
以
下
の
人
を
指
す
。
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Table9

�
日
本
の
ひ
と
り
親
の
貧
困
の
原
因

は
、
再
分
配
以
前
の
問
題
と
し
て
、
第

１
に
日
本
に
は
他
国
の
よ
う
な
別
れ
た

配
偶
者
か
ら
養
育
費
を
取
る
シ
ス
テ
ム

が
な
い
、
第
２
に
非
正
規
就
労
の
報
酬

が
低
す
ぎ
る
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

�
２
０
１
０
年
で
、
例
え
ば
厚
生
年
金

は
、
９
万
８
０
０
０
円
か
ら
62
万
円
、

協
会
け
ん
ぽ
は
、
５
万
８
０
０
０
円
か

ら
１
２
１
万
円
の
間
の
報
酬
と
さ
れ
、

そ
れ
以
外
は
こ
の
間
の
額
と
し
て
保
険

料
負
担
が
な
さ
れ
、
給
付
も
な
さ
れ
る
。

�
例
え
ば
、
公
的
年
金
制
度
で
は
、
月

給
62
万
円
だ
っ
た
人
の
50
％
で
あ
る
31

万
円
の
年
金
の
確
保
を
目
指
し
て
い
る

が
、
月
給
１
０
０
万
円
の
人
に
50
万
円

ま
で
は
確
保
せ
ず
、
31
万
円
の
給
付
し

か
し
な
い
。

	
２
０
１
０
年
で
、
例
え
ば
新
座
市
の

33
万
円
以
下
の
所
得
の
人
の
場
合
、
国

民
健
康
保
険
で
は
応
益
割
り
額
３
万
７

千
円
の
７
割
軽
減
で
年
間
１
万
１
千
円

の
負
担
だ
が
、
国
民
年
金
保
険
料
は
全

額
免
除
さ
れ
負
担
は
な
い
。
た
だ
し
、

給
付
面
で
年
金
は
減
額
さ
れ
る
。



以
下
の
各
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

現
行
児
童
手
当
へ
上
乗
せ
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
分
は
過
大
で
あ
る
。
小
文
字

a
等
は
変
型
。Sim

1

＝
子
ど
も
手
当
の

給
付
31
万
円
15
歳
ま
で

Sim
2

＝
生
活

保
護
、
失
業
給
付
及
び
保
育
費
を
倍
額

給
付
　Sim

3
＝
す
べ
て
の
社
会
保
障
給

付
を
低
所
得
者
に
厚
く
す
る

Sim
4

＝

す
べ
て
の
負
担
を
低
所
得
者
に
軽
く
、

高
所
得
者
に
重
く
す
る

Sim
5

＝
医
療

保
険
料
と
年
金
保
険
料
の
み
低
所
得
層

に
軽
く
す
る

Sim
6

＝
還
付
型
税
額
控

除
　S

im
7
a
b

＝S
im

1

＋S
im

4
Sim

7c

＝Sim
4

＋Sim
6

�
【
対
応
策
の
提
案
】
の
３
・
４
の
数

値
は
報
告
書
Ⅰ
の
第
３
章
か
ら
、
５
・

６
の
数
値
は
第
４
章
か
ら
引
用
し
て
い

る
。
第
３
章
の
数
値
は
イ
ギ
リ
ス
と
の

比
較
の
た
め
等
価
尺
度
が
異
な
り
、
第

４
章
の
数
値
と
一
致
し
て
い
な
い
。

�
日
本
の
税
負
担
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で

28
％
と
主
要
国
に
比
し
て
小
さ
い
か

ら
、
財
政
を
考
え
る
と
、
子
ど
も
の
い

な
い
世
帯
を
引
き
上
げ
る
選
択
肢
が
な

い
わ
け
で
は
な
い
。



地
方
税
法
第
７
０
３
条
の
４
第
４
項

に
応
能
原
則
と
応
益
原
則
の
標
準
割
合

が
５
対
５
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
規

定
の
再
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
応
能
割
を
増
や
す
場
合
に
は
、
適

正
な
所
得
把
握
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
社
会
保
障
・
税
共
通
の
番
号
制
度

も
必
要
と
な
ろ
う
。

�
京
極
高
宣
「
社
会
保
障
と
日
本
経

済
」
３
２
６
頁
に
よ
れ
ば
、
国
民
所
得

に
占
め
る
個
人
所
得
課
税
の
割
合
は
、

１
９
８
６
年
の
６
・
３
％
か
ら
２
０
０

６
年
に
は
４
・
２
％
に
ま
で
下
が
っ
て

お
り
、
こ
の
間
、
最
高
税
率
は
70
％
か

ら
37
％
に
下
げ
ら
れ
た
。
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